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研究成果の概要（和文）：(1) カイラル微分作用素のasymtotic algebraの概念を導入した。その上でカイラルハミル
トニアン還元法を用いてSlodowy多様体上のカイラル微分作用素のasymtotic algebraを構成した。さらにその大域切断
を計算し、それが臨界レベルの単純W代数に同型である事を示した。(桑原敏郎氏、Fyodor Malikov氏との共同研究)
(2) Semi-infnite restriction関手の概念を導入し、これがアフィンリー環の"許容性"と整合的であることを示し,
Kac-Wakimotoの許容表現のinductiveな研究を可能にした。

研究成果の概要（英文）：(1) We have introduced the notion of an asymptotic algebra of chiral differential 
operators. We then have  constructed, via a chiral Hamiltonian reduction, one such algebra over a resoluti
on of the intersection of the Slodowy slice with the nilpotent cone. We compute the space of global sectio
ns of this algebra thereby proving a localization theorem for affine W-algebras at the critical level. Thi
s is a joint work with T. Kuwabara and F. Malikov.
(2) We introduced a notion of semi-infinite restriction functor, and shows that it is compatible with admi
ssibility of representations of affine Kac-Moody algebras, enabling an inductive study of Kac-Wakimoto adm
issible representations.
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１．研究開始当初の背景 
Borcherdsによって導入された頂点代数は理
論物理学における共形場理論に起源を持つ
が,これまでの多くの研究により保型形式, 
有限群論,表現論, 弦理論, ゲージ理論等の数
学や物理学の様々な話題と関わりを持つこ
とが明らかにされてきた. 
 
頂点代数とは一種の代数系であり、したがっ
てその層の理論が当然考えられる. 実際対応
す る 理 論 が Beilinson-Drinfeld や
Malikov-Schechtman-Vaintrob によって導
入されている. しかしその適用対象は 
ほとんどが Kac-Moody 代数に付随する頂点
代数であり ,例えば最近注目を集めている
AGT 予想およびその期待される一般化に現
れるような複雑な頂点代数の場合に適応さ
れた例は無かった。 
 
また,頂点代数の重要性は主にモジュラー関
手, あるいはある種の良い性質を満たすテン
ソル圏が付随する点に起因するが, これまで
モジュラー関手は頂点代数が C_2 有限性条
件と呼ばれる強い有限性条件を満たす場合
に限って考えられてきた. しかし実際には
Kac-Moody 代数の許容表現に付随する頂点
代数など,C2 有限性条件を満たさないにも関
わらずモジュラー性を有する例が存在する. 
このため今後の理論の理解と発展, 応用のた
めには C_2 有限性条件を満たさない頂点代
数も扱える理論を構築することが重要だと
思われる. 
 
２．研究の目的 
(1)シンプレクティック多様体 Xを対象とし, 
その上の頂点代数の層であって対応する
Zhu 代 数 の 層 が Kontsevich, 
Polesellp-Shapira, Kashiwara-Rouquier  
の意味での変形量子化代数の層を構成する
事。 
(2) C_2 有限性条件を満たさない頂点代数代
数を扱える理論を構築する事. 
 
３．研究の方法 
本研究の内容は, 頂点(作用素代数), 表現
論, シンプレクティック幾何, 代数幾何な
どと広範囲にまたがっているため,研究遂行
のためには各分野の様々な研究者との交流
が必要不可欠である.そのため,国内外の専
門家の招聘,国際研究集会の開催,研究集会
等での情報収集,海外共同研究者との綿密な
議論・研究打合せのための旅費に研究経費の
多くが当てられる. 
 
研究代表者である応募者の他に,Fyodor 
Malikov 教授(南カルフォルニア大) 
と桑原敏郎研究員(ソウル大学)が海外共同
研究者として研究に参加する. 
 
共同研究者とは,普段は E メールにて議論を

行う.研究打合せは年に一,二回の割合で不
定期に行う.  
 
４．研究成果 
主な研究成果は以下の通りである。 
(1) カイラル微分作用素の asymtotic 
algebra の概念を導入した。その上でカイラ
ルハミルトニアン還元法を用いてSlodowy多
様体上のカイラル微分作用素の asymtotic 
algebra を構成した。さらにその大域切断を
計算し、それが臨界レベルの単純 W代数に同
型である事を示した。(桑原敏郎氏、Fyodor 
Malikov 氏との共同研究) 
(2) Semi-infnite restriction 関手の概念を
導入し、この関手がアフィンリー環の"許容
性 " と 整 合 的 で あ る こ と を 示
し,Kac-Wakimoto の許容表現の inductive な
研究を可能にした。 
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